
松戸市立博物館 企画展 
「異形土器 縄文時代の不思議なうつわ」を開催

縄文時代の土器は基本的には煮炊きをするための生活の道具ですが、縄文時代後期

になると、不思議な形をしていて、何に使ったのかもよくわからない土器がいくつも

出現します。それらは「異形
い け い

土器
ど き

」とよばれ、種類によっては東日本全域でみつかり

ます。異形土器はなぜ作られ、広まっていったのでしょうか。本展示では、東日本各

地の異形土器を通じて、縄文時代の人びとの地域を越えた関わり合いを描き出します。 

●会  期   令和６年９月１４日（土）～１１月４日（月・休）

●休 館 日   月曜日、なお月曜祝日の場合は開館し翌日休館

●開館時間   ９時３０分～１７時（入館は１６時３０分まで）

●会   場   松戸市立博物館 企画展示室（松戸市千駄堀６７１）

●観 覧 料

プレス用内覧会 令和 6 年９月 1３日（金）14 時～16 時 

●展示構成（展示件数 170点）
第 1章「異形土器の出現と変遷」
異形土器はいつごろ、どのような形で現れ、どのように形を変えていったでしょう

か。関東でしばしばみつかる異形台付土器（いけいだいつきどき）と釣手土器（つり
てどき）のうつりかわりをたどります。 

松 戸 市 報 道 資 料  

令和６年８月２１日 

一般 高校・大学生 中学生以下 

企画展 ３１０円 １５０円 
無料 

常設展共通観覧券 ５２０円 ２５０円 

※１１月３日（文化の日）は企画・常設展とも無料

異形台付土器 W17.0×D16.0×H17.4cm 
祇園原貝塚（千葉県市原市）

市原市教育委員会所蔵

釣手土器 W15.5×D15.5×H15.2cm 
馬場小室山遺跡（埼玉県さいたま市）

さいたま市教育委員会所蔵
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第 2章「異形土器の拡散」
関東で異形土器が作られたのとほぼ同時に、北海道・東北でもよく似た異形土器が

作られます。土器作りのルールが広い範囲で共有されていたことがわかります。 

第 3章「越境する 注
ちゅう
口
こう
土器
ど き

」 
異形土器が作られたのと同じころ、注ぎ口のついた急須のような形の注口土器もさ

かんに作られました。注口土器はよく似た形のものがたくさん作られ、異形土器と同
じように地域を越えて広がりました。 

異形台付土器 W7.5×D7.8×H11.5cm 

丹後平(2)遺跡（青森県八戸市） 

八戸市博物館所蔵

香炉形土器 W9.0×D9.0×H14.2cm 
長倉 I 遺跡（岩手県軽米町） 
軽米町教育委員会所蔵 岩手県指定文化財

注口土器 W24.0×D26.7×H25.9cm 
王子ノ台遺跡（神奈川県平塚市）

東海大学校地内遺跡調査団所蔵

注口土器 W12.3×D15.3×H11.6cm 

川目 A 遺跡（岩手県盛岡市） 

岩手県教育委員会所蔵 
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第 4章「土器からみた地域間の関わり合い」 
よく似ているのは特殊な土器だけではありません。普通の形のうつわにもよく似た

文様がつけられます。縄文時代後期の人びとが地域を越えて深く関わり合っていたこ
とがうかがえます。 

展示予定資料の一部について、会期終了まで３Dモデルを公開しています。 

https://sketchfab.com/Matsudo_Museum 

●関連企画
 企画展記念シンポジウム
「異形土器と注口土器からみた縄文後期社会の変容」（科学研究費学術変革領域研
究(A)「日本列島域における先史人類史の統合生物考古学的研究 ― 令和の考古学
改新 ―」共催）＜要申込＞
日時 令和６年１０月５日（土）１０時～１６時

会場 森のホール２１ レセプションホール

パネリスト
中村耕作氏（国立歴史民俗博物館） 

吉岡卓真氏（さいたま市教育委員会） 

福永将大氏（九州大学総合研究博物館） 

渡辺幸奈氏（京都大学大学院） 

西村広経（松戸市立博物館） 

総括コメント
秋田かな子氏（東海大学） 

定員 １９０人 （申込先着順）

浅鉢形土器 W21.2×D21.2×H8.8cm 

内野第 1 遺跡（千葉県千葉市） 

千葉市埋蔵文化財調査センター所蔵 

浅鉢形土器 W19.8×D19.8×H8.5cm 

山元(1)遺跡（青森県青森市） 

青森県埋蔵文化財調査センター所蔵 
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 学芸員講演会「縄文後期の異形土器」（博物館友の会共催）＜要申込＞
日時 令和６年１０月２６日（土）１３時～１５時  

会場 松⼾市⽴博物館講堂  

講師 当館学芸員 西村 広経（にしむら ひろつね） 

定員 ７５人 （応募多数の場合は、抽選） 

 ギャラリートーク
日時 令和６年９月１４日（土）  １１時～１２時 

令和６年９月１４日（土）  １３時３０分〜１４時３０分 

令和６年９月２９日（日）  １１時～１２時 

令和６年９月２９日（日） １３時３０分〜１４時３０分 

令和６年１０月２０日（日） １３時３０分〜１４時３０分 

令和６年１０月２６日（土） １１時～１２時 

令和６年１１月４日（月・休）１１時～１２時 

令和６年１１月４日（月・休）１３時３０分〜１４時３０分 

会場 松⼾市⽴博物館企画展示室

参加方法 
事前申込不要。開始時間に企画展示室前ロビーにお集まりください。企画展

観覧券が必要です。 

企画展記念シンポジウム・講演会の申込方法については、当館ホームページ・SNS・

広報まつどに掲載します。 

この他にも会期中週末には各種イベントを計画しています。詳細は松戸市立博物館

ホームページをご確認ください。

【本件に関する問い合わせ先】 
〒２７０－２２５２ 松戸市千駄堀６７１ 

松戸市生涯学習部文化財保存活用課博物館（月曜休館） 

☎０４７－３８４－８２７２ ＦＡＸ０４７－３８４－８１９４

✉ mchakubutsukan@city.matsudo.chiba.jp
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縄文時代の不思議なうつわ

後　　援　  
（公財）松戸市文化振興財団　 
（一社）松戸市観光協会 
北総線沿線地域活性化協議会

協　　力　 新京成電鉄株式会社　流鉄株式会社
観 覧 料

一般 高大生※ 中学生以下
企画展 310円 150円

無料
（市内・市外問わず）企画・

常設展示共通　 520円 250円

※11月3日（文化の日）は企画・常設展とも無料
次に該当する場合は観覧無料 ※博物館受付で証明書をご提示ください。

・市内在住で70歳以上の方

・ 身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉
手帳の交付を受けている方とその介護人（手帳の交
付を受けている方1人につき1人）

2024  9.14 ［土］～11.4 ［月・休］

令和6年度　企画展

00：71～03：9 ／間時館開 （入場は16：30まで）

休 館 日／毎週月曜日
館休日翌、し館開は日4月11、日41月01、日32月9、日61月9しだた ※

〒270‒2252　千葉県松戸市千駄堀671　
TEL 047‒384‒8181 
https://www.city.matsudo.chiba.jp/m_muse/






